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20042004年度第３四半期業績概況年度第３四半期業績概況
説明資料説明資料

２００５年 ２月
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売上高売上高

(億円)
2004年度第3四半期業績概要

平成16年度
第3四半期実績

平成15年度
第3四半期実績

増　減

受注高 16,658 17,814 △ 1,155
売上高 16,325 14,833 1,491

【連結】【連結】
平成16年度
第3四半期実績

平成15年度
第3四半期実績

増　減

受 注 高 12,948 14,003 △ 1,054

売 上 高 13,141 11,622 1,519

【参考】【参考】（億円） （億円）

【売上状況】
　新造船引渡し隻数増加および台湾新幹線や大型発電設備の工事進捗、
　中量産品事業の伸張等により、第１～第３四半期までのいずれも前年
　同期を上回っており、年間見通しも前年度を上回る見込み。

【単独】【単独】

･1Q は第1四半期(4月～6月)を示す

･1H は中間期(4月～9月)を示す

･3Q は9ヶ月(4月～12月）通算を示す

内、(  )は第3四半期(10月～12月)を示す

･1Q は第1四半期(4月～6月)を示す

･1H は中間期(4月～9月)を示す

･3Q は9ヶ月(4月～12月）通算を示す

内、(  )は第3四半期(10月～12月)を示す

5,320
4,005

12,335
10,862

17,814
16,658

26,628 27,000

1Q 1H 3Q 年間

H15年度

H16年度
（5,478）

（5,795）

4,441 5,016

10,000
11,263

14,833

16,325

23,734

26,150

1Q 1H 3Q 年間

H15年度

H16年度
（4,833）

（5,061）

受注高

(4月～6月) (4月～9月) (4月～12月) (4月～6月) (4月～9月) (4月～12月)

【受注状況】
　第3四半期までの累計実績は、大型受注案件が前半に集中した前年
　同期をやや下回っているが、新造船や大型発電設備並びに中量産品
　のﾌｫｰｸﾘﾌﾄ、汎用ｴﾝｼﾞﾝ、印刷機械等の受注が堅調であり、
　ほぼ計画値に沿って推移。
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船舶･海洋

売上高売上高

(億円)

[売上状況]
・引渡し隻数が前年同期を上回っており、第３四半期は累計で

前年同期比約29％の増収。
年間でも大幅な増収となる見込み。

【受注隻数 (単独) 】
　　　　　　１Ｑ　　　　　１Ｈ　　　　　３Ｑ　　　　　　年間
　H15  2隻 (122KGT) 16隻(1141KGT) 31隻 (2006KGT) 38隻 (2448KGT)
　H16  3隻 (  26KGT) 10隻（ 705KGT） 17隻 (1071KGT)

[受注状況]

　・LPG船5隻、LNG船1隻他、計15隻を受注した前年同期を下回って
　　いるが、当年度の第３四半期はｻﾊﾘﾝ向けLNG船2隻を含む計7隻を
新たに受注。

　・造船市況は依然として好調であり、得意とするLNG船等を中心に
　 受注活動を展開中。（契約残隻数67隻　内、LNG船12隻）

･1Q は第1四半期(4月～6月)を示す

･1H は中間期(4月～9月)を示す

･3Q は9ヶ月(4月～12月）通算を示す
内、(  )は第3四半期(10月～12月)を示す

･1Q は第1四半期(4月～6月)を示す

･1H は中間期(4月～9月)を示す

･3Q は9ヶ月(4月～12月）通算を示す
内、(  )は第3四半期(10月～12月)を示す

248
177

1,361 1,366

2,348

2,026

3,299

2,900

1Q 1H 3Q 年間

H15年度

H16年度
（987）

（660）

561
817

1,023

1,318 1,443

1,865
2,000

2,700

1Q 1H 3Q 年間

H15年度

H16年度

（419）

（546）

受注高

(4月～6月) (4月～9月) (4月～12月) (4月～6月) (4月～9月) (4月～12月)

【 引渡隻数 (単独) 】
　　　　　１Ｑ　　　　　１Ｈ　　　　　３Ｑ　　　　　　年間
H15  4隻(166KGT) 8隻(435KGT) 14隻( 568KGT) 21隻(871KGT)
H16 7隻(385KGT)  12隻(802KGT)  15隻(1084KGT)
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原動機

売上高売上高

(億円)

[売上状況]

　・大型発電設備の工事進行基準進捗見合いの売上増加等に

より前年同期比で約17％の増収。
年間でも増収となる見込み。

【ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ契約残台数 （単独）】
　　　　　　1Ｑ　　　１Ｈ　　　３Ｑ　　年間
Ｈ15 　 52台　　 55台 54台 54台
Ｈ16    57台 　 56台 56台

[受注状況]

　・前半に大型発電設備の受注が集中した前年同期を下回っているが、

　 欧州、アジアを中心に環境負荷が低く、高効率のｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ・ｺﾝﾊﾞｲﾝﾄﾞ

ｻｲｸﾙ発電設備の需要が堅調であり、年間では、ほぼ前年度並みの

　　水準を見込んでいる。

･1Q は第1四半期(4月～6月)を示す

･1H は中間期(4月～9月)を示す

･3Q は9ヶ月(4月～12月）通算を示す
内、(  )は第3四半期(10月～12月)を示す

･1Q は第1四半期(4月～6月)を示す

･1H は中間期(4月～9月)を示す

･3Q は9ヶ月(4月～12月）通算を示す
内、(  )は第3四半期(10月～12月)を示す

受注高

1,987

933

4,180

2,953

5,240

4,283

6,707 6,750

1Q 1H 3Q 年間

H15年度

H16年度 （1,059）

（1,329）

1,183 1,096

2,244

2,767

3,379

3,966

5,498

6,250

1Q 1H 3Q 年間

H15年度

H16年度

（1,135）

（1,198）

(4月～6月) (4月～9月) (4月～12月) (4月～9月)(4月～6月) (4月～12月)
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機械･鉄構

売上高売上高

(億円)

[売上状況]

　・台湾新幹線の工事進捗に伴う売上増加などにより

　 前年同期比で約20％の増収。

[受注状況]

　・第３四半期はｵﾏｰﾝ向け大型肥料ﾌﾟﾗﾝﾄを受注計上したこと

などにより、前年同期並みの受注水準となっている。

　・国内は公共投資の縮減傾向により厳しい受注環境であるが、

海外向け化学ﾌﾟﾗﾝﾄや新交通ｼｽﾃﾑの需要は堅調であり、

年間では前年度を上回る受注を見込んでいる。

･1Q は第1四半期(4月～6月)を示す

･1H は中間期(4月～9月)を示す

･3Q は9ヶ月(4月～12月）通算を示す
内、(  )は第3四半期(10月～12月)を示す

･1Q は第1四半期(4月～6月)を示す

･1H は中間期(4月～9月)を示す

･3Q は9ヶ月(4月～12月）通算を示す

内、(  )は第3四半期(10月～12月)を示す

770
568

2,020
1,645

2,892 2,885

4,227

4,650

1Q 1H 3Q 年間

H15年度

H16年度

（871）
（1,239）

受注高

419
741

1,430

1,746
2,133

2,562

4,715
5,050

1Q 1H 3Q 年間

H15年度

H16年度

（702）

（816）

(4月～9月) (4月～9月)(4月～6月) (4月～12月) (4月～6月) (4月～12月)
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航空･宇宙

売上高売上高

(億円)

[売上状況]

・売上についても、第３四半期までの累計および年間で、

ほぼ前年度並みとなる見込み。

[受注状況]

　・当ｾｸﾞﾒﾝﾄは年度末に受注が集中する傾向があるが、

　第１から第3四半期までは、ほぼ前年同期並みの水準。
　・民間航空機関連の受注環境も回復基調にあり、

年間でも前年度並みの水準となる見込み。

･1Q は第1四半期(4月～6月)を示す

･1H は中間期(4月～9月)を示す

･3Q は9ヶ月(4月～12月）通算を示す
内、(  )は第3四半期(10月～12月)を示す

･1Q は第1四半期(4月～6月)を示す

･1H は中間期(4月～9月)を示す

･3Q は9ヶ月(4月～12月）通算を示す
内、(  )は第3四半期(10月～12月)を示す

受注高

459 426

903 814

1,468 1,460

4,075 4,100

1Q 1H 3Q 年間

H15年度

H16年度

（565） （646）

582 592

1,588 1,451

2,256 2,201

3,922 3,950

1Q 1H 3Q 年間

H15年度

H16年度

（667） （750）

(4月～9月) (4月～9月)(4月～6月) (4月～12月) (4月～6月) (4月～12月)

【B777 引渡機数】
　　 １Ｑ　　　１Ｈ　　　３Ｑ　　　年間

H15     10機 21機 29機　 39機
H16       8機 　18機　 27機
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中量産品

売上高売上高

(億円)

受注高

[売上状況]

・受注同様、汎特（ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ、汎用ｴﾝｼﾞﾝ等）や国内の印刷

機械を中心に前年同期を上回る売上となっており、

年間でも増収となる見込み。

産機

冷熱

汎特

産機

冷熱

汎特

[受注状況]

　・汎特（ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ、汎用ｴﾝｼﾞﾝ等）を中心に、堅調であった前年度を

更に上回る受注状況。

製品毎に市場環境の違いはあるが、総じて好調な受注を継続。

　

･1Q は第1四半期(4月～6月)を示す

･1H は中間期(4月～9月)を示す

･3Q は9ヶ月(4月～12月）通算を示す
内、(  )は第3四半期(10月～12月)を示す

･1Q は第1四半期(4月～6月)を示す

･1H は中間期(4月～9月)を示す

･3Q は9ヶ月(4月～12月）通算を示す
内、(  )は第3四半期(10月～12月)を示す

466

482

666

512

459

681

1003

1031

1391

1124

995

1493

1598

1447

2121

1629

1364

2266

2213

1891

3166

2200

1800

3500

1,614 1,653

3,426
3,613

5,167
5,260

(1,740)
(1,646)

7,271
7,500各期ｸﾞﾗﾌの左側はH15年度

右側はH16年度を示す

1Q 1H 3Q 年度
279
480

691

360

451

775

934

980

1440

1033

974

1663

1367

1420

2215

1386

1340

2514

1949

1843

3083

2100

1800

3600

1,451
1,587

3,355
3,671

5,004

5,241(1,648)

(1,569)

6,876

7,500
各期ｸﾞﾗﾌの左側はH15年度
右側はH16年度を示す

1Q 1H 3Q 年度
(4月～9月) (4月～9月)(4月～6月) (4月～12月) (4月～6月) (4月～12月)
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その他

売上高売上高 ･建築･不動産

･情報･通信ｻ-ﾋﾞｽ
他

(億円)

･1Q は第1四半期(4月～6月)を示す

･1H は中間期(4月～9月)を示す

･3Q は9ヶ月(4月～12月）通算を示す
内、(  )は第3四半期(10月～12月)を示す

242

179

357
307

617

487

720 700

1Q 1H 3Q 年間

H15年度

H16年度 （259）

（179）

(4月～9月)(4月～6月) (4月～12月)
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連結セグメント別の状況
(2004年度第３四半期：9ｹ月通算)
受注高

船舶・海洋
12%

原動機
26%

機械･鉄構
17%

中量産品
32%

航空・宇宙

9%

その他
4%

売上高

船舶・海洋

11%

その他
3%

機械･鉄構

16%

中量産品
32% 原動機

24%

航空・宇宙

14%

16,658億円 16,325億円

1,865 億円

3,966

2,562

5,241

2,026 億円

4,283

2,885

1,460

5,260

742 487

（2004.4.1～2004.12.31）

2,201
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海外地域別連結売上高

2004年度第３四半期
（９ヶ月通算）

北米
26%

欧州
15%

中南米
13%

アジア
39%

その他

4%
中東
3%

【参考】2003年度第３四半期
（９ヶ月通算）

北米
31%

欧州
18%

中南米
12%

アジア
31%

その他

4%中東
4%

海外売上高

7,019億円

2,759億円
935

215

1,806

240

（2004.4.1～
　　　 2004.12.31）

（2003.4.1～
　　　 2003.12.31）

海外売上高

5,837億円

1,790億円

1,784

268

711

1,033

247

1, 063
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2004年度通期の業績見通し(連結)
（年度） （単位：億円）

'04

中間見通し 今回見通し 増減

受 注 高 27,000        27,000      -　　      

売 上 高 26,000        26,150      150      

営 業 損 益 550        350      △200      

経 常 損 益 370        170      △200      

税 引 前 損 益 370        170      △200      

当 年 度 損 益 220        100      △120      

本資料のうち、業績見通し等に記載されている将来の数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであ
り、リスクや不確実性を含んでおります。従いまして、これらの業績見通しのみに依拠して投資判断を下すことは控える
ようお願い致します。実際の業績は様々な重要な要素により、これら業績見通しとは大きく異なる結果となり得ることを
御承知おき下さい。実際の業績に影響を与える重要な要素には、当社の事業領域をとりまく経済情勢、対米ドルをはじ
めとする円の為替レート、日本の株式相場などが含まれます。
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2004年度見通し(受注)

2,900

6,750 6,750

5,100 4,650

4,100 4,100

7,500 7,500

1,100

2,450

1,100

（億円）

◇　社合計の見通しは変更なし。

　　　セグメント別内訳は以下の通り見直し。

12,300 12,000

10,0009,700

（億円）

＜連結受注の推移＞
（セグメント別）

＜単独受注の推移＞

（国内・輸出別）

船舶・海洋

原動機

国内

輸出

27,000

22,000

機械・鉄構

航空・宇宙

中量産品

その他

(億円)

'04中間 '04今回

見通し 見通し

連 結 27,000 27,000

単 独 22,000 22,000

(うち輸出) (9,700) (10,000)

総括

27,000

’04中間見通し

22,000

◇船舶・海洋　＋450億円
　　・新造船市場の需要活況が継続、客先計画の

　　　前倒しもあり、計画を超過達成見込み

◇機械・鉄構　▲450億円
　　・環境装置を中心とした国内案件の減少、及び

　　　輸出案件等の計画繰延べ懸念

◇中量産品 ±0億円

　
　　・汎用機・特車：輸出ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ、ｴﾝｼﾞﾝの受注好調

　　・産業機械：輸出案件の計画繰延べ懸念

’04今回見通し

汎用機・特車 ＋150億円
産業機械 ▲150億円

’04中間見通し ’04今回見通し
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▲60 ▲120

200 200

100
0

140

140

120

80

50

50

550

350

’04中間 ’04今回
見通し 見通し

26,000 26,150

550 350

370 170

370 170税引前損益

経常損益

売　上

営業損益

2004年度見通し (売上・損益)
売上

（億円）

◇期初見通しを変更
　 ・船舶・海洋　 ＋50億円 ：修繕船の増加

　 ・機械・鉄構　▲150億円 ：港湾関連機器、文化ｽﾎﾟｰﾂ施設等
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 の減少

　 ・航空・宇宙　 +150億円　：Ｆ-2進捗率増加、　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　 ﾎﾞﾝﾊﾞﾙﾃﾞｨｱ向引渡機数増加

　 ・中量産品 　 +100億円　：
汎用機・特車（+200億円） ：ｴﾝｼﾞﾝ､ﾌｫｰｸﾘﾌﾄの受注好調　

　　　 　産業機械（▲100億円）　　：押出成形機、食品機械
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 製紙機械の減少

＜連結営業損益の推移＞
（セグメント別）

船舶・
海洋

原動機

機械・
鉄構

航空・
宇宙

中量産品

その他

’04中間
見通し

’04今回
　見通し

＜連結売上の推移＞
（セグメント別）

2,650 2,700

6,250 6,250

5,200 5,050

3,800 3,950

7,400 7,500

700 700
26,000 26,150

’04中間
見通し

’04今回
　見通し

その他

中量産品

航空・
宇宙

機械・
鉄構

原動機

船舶・
海洋

損益

◇期初見通しを変更

・船舶・海洋 ▲60億円 ：資材費高騰、鋼材需給逼迫等　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　による工程挽回費用増

・機械・鉄構 ▲100億円 ：売上減少

　　　　　　　　　　　　　　　　　　工事ｺｽﾄ増加、資材費高騰

・中量産品 ▲40億円 ：売上減少　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （押出成形機、食品機械,、製紙機械）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　資材費高騰、工費増加

営業損益▲200億円
税引前損益▲200億円

+150億円
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2004年度通期の業績見通し(単独)
（年度） （単位：億円）

'04

中間見通し 今回見通し 増減

22,000      22,000    -　　     

21,500      21,400    △100     

360      160    △200     

200      0    △200     

200      0    △200     

100      0    △100     

中間配当金 　0 円 　0 円

年間配当金 　4 円 　4 円
 

一株当たり
配 当 金

税 引 前 損 益

当 年 度 損 益

受 注 高

売 上 高

営 業 損 益

経 常 損 益

本資料のうち、業績見通し等に記載されている将来の数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであ
り、リスクや不確実性を含んでおります。従いまして、これらの業績見通しのみに依拠して投資判断を下すことは控える
ようお願い致します。実際の業績は様々な重要な要素により、これら業績見通しとは大きく異なる結果となり得ることを
御承知おき下さい。実際の業績に影響を与える重要な要素には、当社の事業領域をとりまく経済情勢、対米ドルをはじ
めとする円の為替レート、日本の株式相場などが含まれます。
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